


























べての企業にと って電大な関心事である。しか し、多くの戦略アプローチが乱立し、 それらの関係が明確
にされていないというのが現状である。これでは企業も戦略アプローチを有効活用することはできない。
本論文では、戦略論の展開に関する詳細な検討を通じて、コ ア・ピジネス ・プロ セス、コア・コンピタン









い合業にと って重要な要素であるにもかかわらず、多 くの企業では、 ITの導入に際して組織革新を行って




ロセ ス・イ ノベーシ ョンの機械論的なアプローチに対して、ナレッ ジ・マネジ メントは現場の白律的な活
動を通じて知識の創造と活用を企凶するものであり、組織を有機的に提える発想が基礎となっている。そ
のため、 尚アプローチは対立概念として考えられる傾向にある。そ こで、木論文ではプロセス・イノベー
??????
ションのアプローチの中にナレッジ・マネジメントの要素を取り込むことで両アプローチを統合し、両者
のメリットを同時に得るためのいくつかの機会を提示している。
以上、本論文はプロセス・イノベーションを戦略、 IT、組織革新、ナレッジ・マネジメントという 4つ
の視点から分析し、そのアプローチの体系化を試みるものである。
論文審査の結果の要旨
本論文は、ビジネス・プロセス・イノベーションを主たる研究対象として、考察しようとするものであ
る。
プロセス・イノベーションとは、製品開発や受注管理、サービスといった企業の下.要な業務をプロセス
として構造化し、再設計することでコストや品質などのバフォーマンスを劇的に向上させることを目指す
ビジネス革新技法である。今日のような変化の激しいビジネス環境下においては、漸新的な改善手法では
なくイノベーションによる業績の劇的改善が企業の生き残りにとって不可欠なテーマとなっており、ビジ
ネス・プロセスに焦点を当てたイノベーション指向の7プローチであるプロセス・イノベーションは、こ
うした環境状況下の企業にとって有効な手段となる。これらの状況を背景に、本論文はプロセス・イノベー
ションを対象に多角的な視点から分析し、革新的アプローチとしてのプロセス・イノベーション手法に関
する体系化研究を指向したものである。
本論文を構成する分析的視点は以下の4点である。第1の視点、は、経営戦略との関連性である。いかに
戦略を達成し競争優位を獲得するかは、企業にとって重大な関心事である。しかし、多くの戦略的アプロー
チが乱立し、それとの関係が明確にされていない現状である。そこで、プロセス・イノベーションなる経
営管理手法が戦略的アプローチの一貫であることを論証することから出発する必要がある。本論文では、
主に今日の戦略論の主要な関心事の 1つであるコア・ビジネス・プロセスという概念、を取り上げもそれと
の関連で、コア・コンピタンスやコア・バリューとの関係性を明確にするという視点、を明示し、経営戦略と
の関連性を規定している。
第2の視点は、 IT(情報通信技術)との関係である。今日の高度に発達したITは企業経営に大きなイン
パクトを与える武器として認識されているが、それを十分に使いこなし競争優位の獲得につなげているの
は一部の企業だけである。本論文では、戦略実現を可能とする11'の活用領域を明らかにすることを問的に、
ITがどのようなビジネス・プロセス革新の機会を提供し、企業の差別化に貢献するかを具体的に類型化し
て検討している。また、プロセス・イノベーションの対象業務として、製品開発や受注管理などの企業の
主要な業務プロセスを対象にする一方で、情報の生産・流通・活用など企業活動の中で遂行主れる知的作
業と位置付けられるオフィスワーク・プロセスについても分析対象とし、それぞれ考察を展開している。
第3の視点は、プロセス・イノベーションと組織革新との関係である。組織革新それ自体はプロセス・
イノベーションと直接的に関係しないが、プロセス・イノベーションの導入に成功した企業の多くは、ビ
ジネス・プロセスの見直しと並行して組織の革新や評価システムの変更などを実行している。本論文では、
IT導入と組織草新の関係を念頭に置きつつ、プロセス・イノベーションを実行するに際して、どのような
組織革新が必要なのかを具体的に検討している。
第4の視点はナレッジ・マネジメントとの関連である。ビジネス・プロセスをエンジニアリングすると
いうプロセス・イノベーションの機械論的なアプローチに対して、ナレッジ・マネジメントは現場の自律
的な活動を通じて知識の創造と活用を企図するものであり、組織を有機的に促える発想が基礎となってい
る。そのため、両アプローチは対立概念、として考えられる傾向にあるc しかし、本論文ではプロセス・イ
ノベーションとナレッジ・マネジメントは融合司能であるとし、両者のメリットを統合するためのいくつ
かの機会を提示している。
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以上が本論文の目的と構成であるが、ハマー&チャンピーやダベンポートなど主要論者が検討してこな
かった傾域への外延的展開やIT活用而での詳細な類刑化に見られるような内包的拡充の試みなど、いくつ
かの領域で筆者独自の意欲的なオリジナ 1)ティーも提起されているo戦略論との関係、オフィスワーク・
プロセスの考察、ナレッジ・マネジメントとの関係、 IT活用領i或の枠組みなどがそれである。これら試論
的ではあるが、プロセス・イノベーション論領域のだ白を埠めようとする研究として評価に値するのこれ
ら新しい試みが、体系的枠組みの中で整合的に説明され、成功的な試みといえるかについては、多くの課
題が残されている。また、 ー部領域では引用文献が必ずしも十分ではないとの厳しい指摘もあった。しか
し、これらの批判にもかかわらず、本研究の価値を過小評価すべきではな ~\o 審有委員会は、本論文につ
いて全員・致して博土(経営学)に値するとの結論に達した。
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